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【背景および目的】

和 歌 山 県 内 に お け る 平 成 22年 4月 ～ 平 成 28年 1 0月 に 和 歌 山 県 紀 北

家畜保健衛生所（以下、当所）で病 理組織学的検査を実施した病性

鑑定や検査依頼の中で、牛の症例が 多くを占めた。当所管内におけ

る 平 成 24年 4月 ～ 平 成 28年 10月 の 牛 の 斃 死 事 例 に 係 る 検 案 書 お よ び

斃 死 診 断 書 を 調 べ て み る と 63頭 あ り 、 そ の う ち 3か 月 齢 以 下 の 子 牛

が 30頭 と 多 数を占め、原因別では腸炎 に関する診断が多くみられた

（表 1 。）

そこで、今後の対策の一助とする ため、特徴的な腸炎症状を示し

斃死した 2症 例を選び、病理学的に検討した。

【方法】

、 、定法により解剖し主要臓器を採材 または生体から検体を採取し

病理組織学的検査、ウイルス学的検 査、細菌学的検査、および寄生

虫卵検査を実施した。

病理組織学的検査は、検体を 10％ 中 性 緩衝ホルマリン液で固定、

パ ラ フ ィ ン 包 埋 後 薄 切 、 HE染 色 標 本 を 作 製 し 実 施 し た 。 ま た 、 PAS

反 応 、 マッソントリクローム染色、 PTAH染 色 、 およびグラム染色を

実施した。

ウイルス学的検査は 牛ウイルス性下痢・粘膜病の遺伝子検査 以、 （

下、 BVD-MD検 査 ） を RT-PCR法 に て 、牛トロウイルス病、牛コロナウ

イ ル ス 病 、 お よ び 牛 ロ タ ウ イ ル ス 病 （ A群 、 B群 、 C群 ） の 遺 伝 子 検

査（以下、牛下痢症検査）をマルチ プレックス RT-PCR法 に て 、なら

び に 牛 白 血 病 の 遺 伝 子 検 査 （ 以 下 、 EB L検 査 ） を nes t e d P C R法 に て

実施した。

細 菌 学 的 検 査 は 、 一 般 細 菌 検 査 と し て 、 血 液 寒 天 培 地 、 DHL寒 天

培 地 、 卵 黄 加 MS A培 地 、 チ ョ コ レ ー ト 寒 天 培 地 等 を 用 い て 37度 2 4時

間 好 気定量培養または微好気培養を 実施した。サルモネラ検査とし

て、 NBGA培 地 お よび NDHL寒 天 培 地へ直接塗抹、また同検体をラパポ

ート液体培地で 37度 一 晩 増菌培養したものを NBGA培 地 お よび NDHL寒

天 培 地へ塗抹し 30度 お よ び 37度 24～ 48時 間 好 気培養を実施した。嫌

気 性 菌 分 離 検 査 と し て 、 卵 黄 加 CW寒 天 培 地 お よ び 血 液 加 GAM寒 天 培

地で 37度 24～ 48時 間嫌気定量培養を実施した。

寄生虫検査は糞便について浮遊法 によりコクシジウムオーシスト

や線虫卵の検出を実施した。



【症例 1】 黒毛和種子牛の斃死事例

１ 採材経緯

平 成 28年 6月 6日 生 ま れ の 牛 が 7月 13日 （ 38日 齢 ） に 血 便 、 脱 水 、

活力低下等を呈し、当所に診療依頼 があった。加療するも本症例は

8月 2日 （ 58日 齢） に斃死し、当所で病性鑑定を実施した。

２ 臨床経過等

本症例は初診前の 35日 齢 の 時にトル トラズリル製剤が投与され、

37日 齢 の 糞便検査でコクシジウムオー シストが検出され、初診時に

は補液とともにサルファ剤や抗生物質等が投与された（表 2 。）

その後も本症例は水様性下痢等の 症状を繰り返し、補液や抗生物

質、抗炎症剤等による加療、ならび に経口補液剤や整腸剤等による

畜主の看病が続けられたが、 58日 齢で 斃死した。

３ 剖検所見

削 痩 （ 図 1- 1 。 解 剖 時 の 血 液 凝 固 不 全 の 傾 向 。 胸 腺 萎 縮 。 脾 臓）

萎 縮 。 盲 腸 お よ び 結 腸 は 腫 大 し 液 状 内 容 物 充 満 （ 図 1- 2 。 結 腸 粘）

膜面にびらん形成。気管および気管 支内に泡沫状滲出液貯留、粘膜

面 に 白 色 壊 死 塊 付 着 （ 図 1 - 3 。 肺 で は 左 右 と も に 前 葉 か ら 後 葉 に）

。 、 。かけて小葉性肝変化 第四胃内に固形飼料貯留 胃体部粘膜の水腫

腎臓では左右ともに出血性梗塞巣が認められた（図 1-4 。）

４ 病原検査結果

ウイルス学的検査では、直腸便および鼻腔スワブについて BVD-MD

検 査 を 、さらに直腸便について牛下 痢症検査を実施し、いずれも特

異的遺伝子は検出されなかった。

細菌学的検査では、心臓、肝臓、 脾臓、肺、腸間膜リンパ節、心

嚢水、および腹水について一般細菌 検査を実施し、腸間膜リンパ節

から好気培養で極少数のコロニーが 観察され、全て大腸菌と同定さ

れた。小腸内容から分離された大腸 菌および腸間膜リンパ節由来株

（ ） 、 、について遺伝子検査により線毛抗原付着因子 F5 K99 が 陽 性 LT

ST、 お よ び VTは 陰 性 であった。小腸内容および胆汁についてサルモ

ネラ検査を、さらに小腸内容につい て嫌気性菌分離検査を実施し、

いずれも陰性であった。

５ 病理組織学的検査結果

結腸では全周性に腸粘膜上皮が脱 落、びらん形成、出血、粘膜組

織の壊死、炎症細胞の浸潤、線維素 析出、および偽膜形成等が認め

ら れ た （ 図 2 。 腫 脹 し た 部 位 で は 粘 膜 ヒ ダ は 認 め ら れ ず 、 菲 薄 化）

した結果と考えられた。盲腸や小腸 では腸絨毛の萎縮や炎症細胞の



浸潤がみられ、回腸では腸管付属リ ンパ組織のリンパ球減少等が認

め ら れ た （ 図 3 。 空 腸 下 部 の 腸 絨 毛 先 端 部 の 粘 膜 固 有 層 内 に コ ク）

シ ジ ウ ム の 寄 生 が 認 め ら れ た （ 図 4- 1、 2 。 気 管 で は 粘 膜 上 皮 細 胞）

の線毛消失、変性、壊死、一部で脱 落、固有層内に炎症細胞浸潤、

粘 膜 表 層 に 付 着 し た 細 胞 頽 廃 物 中 に 真 菌 や 細 菌 の 菌 体 が 認 め ら れ

た。肺ではカタル性気管支肺炎が認 められ、肺胞腔内には炎症細胞

浸潤し、粘液、線維素析出、血栓、 ラングハンス型巨細胞が認めら

れた。腎臓では腎皮質の壊死、出血 、血栓、近位尿細管の壊死等が

広範に認められ、腎不全と考えられた。

６ 診断結果等

本症例はコクシジウム感染量が多 く、血便を呈し牛コクシジウム

病を発症し、病態が改善せず斃死に 至った事例と考えられた。多数

のコクシジウムが寄生すると腸の傷 害が広範囲となり、またコクシ

ジウムの種類によって寄生部位が異 なるので、腸陰窩など腸粘膜組

織の再生に関わる部位が破壊される と傷害がより重度になると考え

られた。腸粘膜組織の回復力を超え て傷害されると、炎症、腸の吸

収機能障害、および腸の防御機能低 下といった腸内環境の悪化が長

引き、衰弱し全身の免疫機能低下に 陥ると考えられた。本症例はこ

、 、 、 、れらの経過をたどり 敗血症 ショック 播種性血管内凝固症候群

腎不全等と至り、最終的に斃死したと考えられた。

【症例 2】 黒毛和種繁殖雌牛の斃死事例

１ 採材経緯

平 成 26年 3月 28日 生 ま れ の 牛 （ 未 経 産 、 最 終 人 工 授 精 平 成 27年 10

月 13日 、 妊 娠）が、平成 28年 3月 7日 に食欲不振および肉片を含む無

色水様性下痢を主訴に当所に往診依頼があった。

検 査 は 3月 7日 （ 肉 片 ① ） お よ び 3月 23日 （ 肉 片 ② ） に 排 出 さ れ た

肉片、下痢便、ならびに血液について実施した（表 3 。）

２ 臨床経過等

本 症 例 は 初 診 の 約 1か 月 前 か ら 食 欲 不 振 と 下 痢 、 そ の 後 泥 状 便 に

な り 、 軟 便 に 回 復 す る と い う こ と を 3度 繰 り 返 し て い た 。 初 診 の 数

日前にサルファ剤を投与済であった 。また、子牛の頃から下痢気味

であったが生育は順調で、過去に流産の経歴があった。

初診時は水様性下痢を呈し、第一 胃運動はほぼ停止し食欲廃絶で

あった。水様性下痢便中に肉片が認 められた。腹水は認められなか

っ た 。 血 液 生 化 学 的 検 査 で は 総 蛋 白 （ TP） :2 . 7 g / d L、 ア ル ブ ミ ン

（ ALB） :1.2 g / d L、 総 コ レステロール（ Tcho） :17 mg/ d L と 低 値で

あ っ た （ 表 4 。 臨 床 経 過 や 血 液 生 化 学 的 検 査 結 果 、 お よ び 肉 片 の）



排泄から当初は慢性炎症の一つであ る好酸球性胃腸炎が疑われた。

本症例は初診後も、水様性下痢、 泥状便、回復を繰り返し、その

後 平 成 28年 4月 4日 に 流 産 し 、 さ ら に 徐 々 に 削 痩 衰 弱 し 4月 29日 に 斃

死した。斃死後の病性鑑定は実施されなかった。

３ 病原検査結果

ウイルス学的検査では、糞便につ いて牛下痢症検査を、糞便およ

び血清について BVD-MD検 査 を 、さらに全血から抽出した白血球につ

い て EB L検 査 を 実 施 し た 。 い ず れ も 特 異 的 遺 伝 子 は 検 出 さ れ な か っ

た。

細菌検査では、糞便および肉片に ついて一般細菌検査を実施し有

意菌分離されず、糞便についてサル モネラ検査を実施し陰性、糞便

Clostrid ium per friお よ び肉片について嫌気性菌分離検査を実施し

が 分 離 さ れ 、 い ず れ も PCR検 査 に よ り A型 （ α 毒 素 保 有 ） と 同ng e n s

Cl ost ridi um per定 さ れた。 3月 23日 採 材の糞便について 1gあ たり の

の 菌数 は 1.0× 10 で あ っ た 。肉片に ついて スタンプ 面のほfrin ge n s 7

ぼ全面に の発育が確認された。Clostrid ium perfringens

寄 生 虫検査では虫卵は検出されなかった。

４ 病理組織学的検査結果

肉片は表面平滑で、レーズン様や 発芽した豆様の形状を呈してい

た （ 図 5- 1、 図 6-3 。 肉 片 の 他 に 、 線 維 状 の 構 造 や 紐 状 の 構 造 が 認）

め ら れ た （ 図 6-1、 2 。 色 調 は 桃 白 色 、 黄 白 色 の も の や 、 ホ ル マ リ）

ン固定後に茶色を呈したものが認め られた。割面では外周を膠原線

維様の結合組織からなる膜状の構造 、内側には層状や袋状の構造が

認められ、層間に壊死した組織等が 認められた。一部の肉片では、

食物残渣であると考えられる植物の 茎の部分が内部に包み込まれて

いた（図 5-2 。）

病 理組織学的検査はレーズン様や 豆状の形状の肉片について実施

した。 3月 7日 採 材の肉片①は、 HE染 色 で は肉片は一様に好酸性に染

まり、多数の層状構造とその層間や 内側にある細胞頽廃物からなる

と 思 わ れ る 内 部 構 造 か ら な る こ と が 観 察 さ れ た （ 図 7 。 マ ッ ソ ン）

トリクローム染色では、内部構造に ついて、線維素、膠原線維様構

造、粘液、細胞質様構造等が様々に 混じり合っていることが観察さ

れ た （ 図 8 。 3月 23日 採 材 の 肉 片 ② は 、 肉 片 ① と 同 様 に 外 周 を 膜 状）

構造に覆われ、内部に頽廃物等から なると考えられる柔らかい構造

を 呈 し て い た （ 図 9- 1 。 内 部 構 造 は 、 HE染 色 で は 全 体 が 好 酸 性 に）

染ま り（ 図 9-2 、 PT AH染 色 で は一部 が陽性に 染まり （図 9-3 、 PAS） ）

反 応 で は 大 部 分 が 陽 性 に 染 ま っ た （ 図 9- 4 。 さ ら に 、 HE染 色 で は）

多 数 の 層 状 構 造 が 認 め ら れ （ 図 10- 1 、 そ の 内 側 に 腸 粘 膜 組 織 様 の）



構 造 が 認 め ら れ た （ 図 10- 2 。 肉 片 中 に は 好 中 球 様 の 構 造 が 散 在 し）

ていた。一方、好酸球様の構造は少 数しか認められず、好酸球性胃

腸炎は否定された。 PTAH染 色 で は、主に層状構造部分に陽性が認め

ら れ 、 線 維 素 や 線 維 状 の 構 造 が 観 察 さ れ た （ 図 10 - 3 。 P A S反 応 で）

は、主に肉片内部に陽性が認められ 、粘液球や植物片が観察された

（ 図 10- 4 。 グ ラ ム 染 色 で は 、 肉 片 中 に 陽 性 に 染 ま る 大 桿 菌 が 多 数）

（ ）、 。認められ 図 11-1 こ れ ら はクロストリジウム属菌と考えられた

、 （ ）糞便検査では未検出であったが 肉片中にシゾント様構造 図 11-2

や コ クシジウムオーシスト様構造（図 11-3） が 少数認められた。

５ 診断結果等

肉片の構成要素は線維素、粘液、 壊死組織、腸粘膜上皮組織様構

造、粘膜固有層様構造、白血球様細 胞、グラム陽性の大桿菌、食物

残渣、結合組織様構造等と考えられ 、偽膜と同様の成分からなると

考えられた。腸粘膜に何らかの炎症 が起き、粘膜表面に線維素や粘

、 、液等が滲出し 壊死した腸管粘膜組織構造とともに管腔内に脱落し

食物残渣や菌塊等をまきこみ、体外 に排泄されるまでの間に形が整

えられ塊となったと考えられた。以 上より、肉片は偽膜の塊と考え

られ「偽膜塊」と診断した。

、 、本症例は 凛告から過去に腸炎を発症し腸粘膜組織破壊が起こり

その後も慢性的に腸炎を発症しやす い状態になっていたことが考え

ら れ 、 何 ら か の 原 因 に よ り が 異 常 に 増 殖Clo s t r i d i u m p e r f r i n g e n s

し 偽 膜性腸炎を発症し、斃死に至ったと考えられた。

【考察】

症 例 1よ り 、 抗 コ ク シ ジ ウ ム 薬 を 用 い た 対 策 の み で は 、 防 御 能 を

超える多数のコクシジウムの感染が あった場合には、子牛が重篤な

腸 炎 の た め に 斃 死 す る こ と が あ る 。 症 例 2よ り 、 腸 内 環 境 が 破 壊 さ

れ慢性的に腸炎を引き起こしやすい 状態となったことに加え、さら

に が 関 与 す る 重 篤 な 偽 膜 性 腸 炎 を 発 症 しClo s t r i d i u m p e r f r i n g e n s

た 場 合には、成牛でも斃死する可能性があると示された。

重篤なコクシジウム病が関与する 斃死事故発生を防ぐためには、

子牛の腸組織障害を少なくするため コクシジウム曝露量を減少させ

ることが有効であり、そのためには 、農家自身が牛床を清掃および

消毒等で清潔に保持した上で、薬剤 を適切に使用することが重要と

考えられた。
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・獣医病理学会編：動物病理学総論第 3版 、文永堂出版

・藤田尚男ほか：標準組織学各論第 2版 、医学書院

・日本獣医解剖学会編：獣医組織学改訂第 2版 、学窓社

・白川ひとみほか：壊死性腸炎とコ クシジウム病の合併症による肥

育牛の死亡事例、日獣会誌、 54、 92-94、 2001

Cl ostr idi um perf rin gen・ 岩 松茂ほか：コクシジウム寄生を伴った

、 、 、 、s A型 菌による子牛のエンテロトキセミア 日獣会誌 39 652-655

1986

・ 獣 医師生涯研修事業のページ、日獣会誌、 66、 298-301、 2013

C los trid ium pe rfri nge ns・ 谷 口有紀子ほか：乳用子牛にみられた

A型 菌 に よ る 出 血 性 線 維 素 性 胃 炎 に つ い て 、 北 海 道 、 第 61回 家 畜 保

健衛生業績発表会集録（平成 25年 度 、 13）


